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レーダ技術等、リモートセンシングシステムの研究開発
を立脚点として、新たな計測手法の研究を行っている。
基礎から応用まで、そしてハードからソフトまで幅広く
レーダ技術を中心とするセンシングシステムに関する研
究を展開している。例、フェーズドアレイ気象レーダー
に関する研究開発、気象レーダーによる豪雨の短時間予
測、圧縮センシングを用いた気象レーダーの超高解像度
化、衛星からの地球環境計測、レーダシステムの開発、
雷放電に関する研究等。

レーダシステム、豪雨予測

リモートセンシングに関する研究
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•  目視点検データを用いた統計分析によるインフラの劣化・寿
命予測。

•  モニタリングデータを用いた時系列モデルによるインフラの
劣化予測。

• 計量経済学に基づく、予算制約下におけるインフラ管理の最
適化（費用最小化）。

• 劣化予測結果を利用したインフラのリスク評価、インフラ
ネットワークのレジリエンス評価。

• 点群データを用いた AI 技術によるインフラの異常検知。
• 科学的根拠に基づくインフラ管理施策の形成とそのプロセス

の可視化。
• DX による社会インフラマネジメントの高度化。

 

 
都市全体の下水道管の劣化予測シミュレーション（2050年度） 

 
 

あらゆるインフラを対象とした国土政策分野、金融・保険分野、会計分野（資産価値評価）

老朽化する社会インフラをデータサイエンス技術で守る!
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